
電子工作パーツセット

固定出力
電源ユニット

チョットした実験、テストの電源に・・・

電池に替えて
入力電圧 ５Ｖから１３Ｖ

出力電圧 １.５Ｖ ３Ｖ ４.５Ｖ
５Ｖ ６Ｖ ９Ｖ

（入出力電圧差 ３Ｖ必要）

出力電圧は
ロータリースイッチで切り替えをします

本キットの基版は、面実装基板タイプです。

キャリブレーション
（２０２０）

ＬＭ３１７Ｔを使用して、電子工作のとき必要な電源を作る

安定化電源ユニットです。

初級者向けにと考えていましたが、部品が多くなり、中級者

用としましたが、抵抗のカラーコードの読み間違えに注意をす

れば、作ってもらえると思います。

入力電圧は、必要とする出力電圧より３Ｖ以上高い電圧が必

要です。

◆部品表
部 品 名 仕様／規格 数 備 考

三端子ＩＣ ＬＭ３１７Ｔ 1

Ｄｉ Ｉ０Ｅ１ ２

ＬＥＤ ３Φ ６

抵抗 １２０Ω １ １/４Ｗ

２２０Ω １

３６０Ω １ １/４Ｗ

４７０Ω １

６８０ Ω １

７５０Ω ２

８２０Ω １

９１０Ω １

１ｋΩ １

１.３ｋΩ １

２ｋΩ １

７.５ｋΩ ２

コンデンサ ０.１μＦ １ １０４

１０μＦ １

４７μＦ １

ロータリー ６回路２接点 １

スイッチ

ツマミ １

スイッチ １

放熱板 １

ターミナル 赤・黒 各１

絶縁シート １

ビス ３mm×１０mm １

ビニル線 １

基板１ ＴＲ基板 １ ６Ｐ

基板２ ＴＲ基板 １ ６Ｐ（特殊））

◆回路図
第１図に回路図を示します。

第２図はＬＭ３１７Ｔの代表的な回路です。

第２図 ＬＭ３１７Ｔの代表的な回路図部

この回路では、Ｒ２を可変することにより必要な電圧を設定

しますが、本セットでは、ロータリースイッチを使用して必要

な電圧を得ているため、接触不良等が発生したとき、この回路

では入力電圧がそのまま出力されますので、Ｒ２を固定抵抗に

して、Ｒ１を可変させることにしました。

本キットの場合、Ｒ１が接続されなければ、出力は１.２Ｖか

ら１.３Ｖになります。

チョットした安全回路になりました。

◆製作
回路は簡単ですので、抵抗の数値を間違えなけ

れば動作をすると思います。
基板は、オリジナルのトランジスタ基板を使用した表面実装

型の汎用基板です。プリント基板に穴が開いていませんから銅

箔面に部品を直にハンダ付けをしていきます。配線図を直接ハ

ンダ付けをしているように見えるために使い慣れると便利な基

板です。

（２）ＬＭ３１７Ｔの足の接続図を第３図に示します。

３端子レギュレーターとは異なりますので、注意をしてくださ

い。

（３）ロータリースイッチの端子部分を第４図に示します。

（４）放熱板にはピンが２本付いていますので、ラジオペンチ

等でＬ字に曲げて、基板にハンダ付けをします。基板に取り付

けない場合は、アースラインのジャンパーをしてください。

ＬＭ３１７Ｔの取り付けは、絶縁シートを間にはさみプラスチ

ックビスで固定をします。

（５）第４図、第５図（裏面）に基板１，基板２の部品実装図

を示しますので、参考にして部品を取り付けてください。

特にＢ基板は色々な抵抗が有りますので、数値の
読み間違い注意をしてください。

第１図 回路図

第４図

ロータリースイッチ

端子配列図

第３図

ＬＭ５１７接続図

第４図 基板１ 部品実装図



（６）基板に部品の取り付けが終了しましたら、適当なケー

スに入れて、その他の部品を取り付け配線をしてください。密

閉ケースに入れる場合は、必ず適当な放熱用の穴を開けてくだ

さい。

（７）配線に間違いが無ければ出力端子にテスター等を接続し、

入力に適当な電源を繋ぎ、ロータリースイッチを回して各出力

電圧が設定ポジションの通り得られるか確認をしてください。

◆使用方法
（１）入力の電圧は、１３.５Ｖ程度でお願いをします。

但し、この場合１.５Ｖの出力を得る場合は放熱板がかなり発

熱をしますので、使用電流は２００ｍＡ、連続使用は１０分程

度で使用をしてください。

また入力電圧は、出力電圧より３Ｖ高ければ使用できます。

この場合は、５００ｍＡ程度の電流消費は可能ですが、一度ど

の程度放熱板が発熱をするか確認をしてください。

◆注意
あくまで電子工作の実験、テスト用の電池に変

える電源ユニットです。長時間の使用をされる場
合は放熱板の発熱には十分な注意をお願いします。

※部品は入手状況により仕様、形状が異なる場合があります。

●製造 キャリブレーション
〒７２１－０９５５ 広島県福山市新涯町１－１９－１５

ＴＥＬ/ＦＡＸ：０８４－９５４－０３２１

http://calibration.skr.jp

●共同開発・設計 キャリブレーションサポーターズ

第５図 基盤２ 部品実装図


